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複合施設総合管理システ

ムとサービスの最新動向

複合施設での運用管理上の

ニーズは,多様化かつ高度化

している｡それを支える総合

管理システムとサービスがま

すます重要となっている｡

最近,オフィスや商業施設,ホテル,住宅などとしての複数用途を持ち,多様なサービスを提供する複合施設の建設が,再

開発計画の主流となっている｡複合施設では,利用者や営業形態が複雑であるうえ,地球環境問題や高齢化社会への対応など

の社会環境を反映して,施設の運用管理に対するニーズが多様化力つ高度化している｡

適正なトータルコストで高度なセキュリティや信頼性の高いシステムを確保し,便利で快適な環境を実現したいとのニーズ

に対応するには,社会環境に配慮し,新技術を駆使した,オープンで総合的な運用管理システムの適用が重要である｡

日立製作所は,さまざまな複合施設で経済的な高度運用管理と高度セキュリティを確保しながら,省エネルギー化や快適環

境を実現するために,社会環境やシステム技術動向を踏まえ,システム機器の先行開発を行い,総合管理システムとサービス

によるトータルソリューションの提案･提供に積極的に取り組んでいる｡

はじめに

近年,オフィスビルを中心とする大規模な都市開発計

画が見直され,複合施設を主体とする実質的な再開発計

画が具体化している｡

複合施設とは,同一敷地内にあるオフィスビルや商業

施設,ホテル,集合住宅などの複数の用途を持つ建物群

で,利用者に多様なサービスを適時に提供する施設のこ

とと言える｡そこでは,集客効果が期待できる一方で,

単一施設とは異なり,イこ特定多数の利用者を対象にする

ことから,営業形態や時間帯も複雑となり,施設の運掴

管理卜の課題が多い(〕また,最近の動向として,地球環

境問題や高齢化社会への対応,グローバル化などへの配

慮も求められている｡

したがって,複ナナ施設では,このような動Ⅰ占‖こ対応し,

新技術を駆使した高効率な道川管理システムが必要とさ

れる｡)そのため,複合施設の適用管理上のニーズに対応

して,繹i那勺で高度な道川管群とセキュリティを目指し,

省エネルギー化や快適環境を実現するための総合的な管

理システムとサービスによるトータルソリューションの

掟案が切望されている｡

ここでは,複合施設の運用管坤_l二のニーズとシステム

動向をとらえ,複合施設を支える総合管理システム,サ

ービス,およびLl立製作所の取組みについて述べる｡
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複合施設の運用管‡里上のニーズと

システム動向

2.1運用管理上のニーズ

最近の複合施設を取り巻く社会環境では,地球環境問

題や高歯糾ヒ社会への対応,総合景気対策,グローバル化

などの課題があり,省エネルギー法政_11二や情報･通信イ

ンフラストラクチャーの整備,規制緩和などの政策がと

られている｡これらを背一景として,複合施設の運用管理

については,さまざまなニーズが高まっている(図1参照)｡

すなわち,オーナーや管理者は,施設の建設･運用コ

ストの低減や高度なセキュリティを望み,使いやすく柔

軟で,信頼性の高いシステム化を期待している｡一方,

利糊者は,便利で快適な環境の実現を望んでいる｡

2'.2 システム動向

これらのニーズに対応するためには,複合施設の道川

管理のシステム化が必要となってくる｡また,技術･業

界動向としては,オープン化やデイファクトスタンダード

(事実_J二の標準)化,マルチメディア化,PHS･携帯電話

のようなモバイルシステム化,さらに,インターネット利

川などのIT(情事附支術)の盲斤用や情報セキュリティ強化な

どがあげられる｡

これらシステム化の安什は以下のとおりである｡

(1)経済的な高度運用管押と高度セキュリティの確保

ネi会環境

●地球環境への対応
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●総合景気対策

●クローバル化

オーナー･ユーザーのニーズ

●トータルコストの低減

●高度なセキュリティ

●操作性,高信頼性の向上

●保寺性,柔軟性の向上

●快適性,利便性の向上
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複合施設の運用管理要件

●経清的な高度運用管理●高度セキュリティの確保

●省エネルギー化●快適環境の実現●汀の有効利用
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注:略語説明IT(lnformationTechnology)

PHS(PersonalHandyphoneSystem)

図1複合施設の運用管理でのニーズとシステム動向

複合施設を取り巻く社会環境,技術･業界動向をとらえ,運用

管理上の二一ズに対応するため,総合管理のシステム化が進展し

ている｡
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(2)省エネルギー化と快適環境の実現

(3)ITの有効利用

さらに,これらを満たす複合施設総合管理システムの

整備と,それを油川したサービスの充実が重要である｡

このシステムとサービス体制構築については,特に,(1)

マルチベンダ対応の最適システム構築,(2)ライフサイ

クルコストの低減などが期待されている｡

複合施設総合管理システムのネットワークとして,そ

の中核を成すBAS(Building Automation System)のオ

ープン化動向について以下に述べる｡

BASの標準化されたネットワークの代表的なものに,

BACnet(A Data Communicatio11Protocolfor Building

Autom;ltionandControINetworks)がある｡BACnetは,

米国暖房冷房空調工業会(ASHRAE)で制定されたBAS

用のデータ通信プロトコルであり,1995年に,

ANSI/ASHRAEStandard135-1995として規格化された｡

BACnetには,基幹ネットワーク部のビル設備機器間

の相互接続性を確保し,マルチベンダシステムを構築す

るというねらいがあり,国内外で標準化作業中である｡

米凶ではANSI(AmericanNationalStandardsInstitute)

が規格化し,欧州でCEN(欧州規格標準委員会)のプレス

タンダードになむ),さらに,ISO(国際標準化機構)規格

として国際標準化に向けて検討作業が続いている｡一方,

わが国では主に電気設備学会BAS標準化委員会が標準什

様案(ドラフト)1'を作成し,米凶のBACnetに準拠するだ

けでなく,マルチベンダ対応を強化するために,各機

器･設備に,自律的に監視,制御する自律分散機能を導

入している｡さらに,同学会では,日立製作所を含め

9祉が参加してj妾続検証試験が実施され,パソコンによ

F),各社間の相互接続が確認された｡

また,機器インタフェース部の機器制御の情報と,コ

ントロールの通信手段を決めたLonWorks馴∫がある｡

LonWorksは,米国Echelon社が開発した製品であり,

プログラマブルな制御機能･通信機能を内蔵した低コス

トなニューロンチップにより,機器の互換性を実現した

ものである｡その標準化については,Echelon社を中心

として.マルチベンダのための相互接続ガイドライン策

定を目標として設立された標準化団体"LonMark

InteroperabilityAssociation''があり,日立製作所をはじ

め,200社以上が加入している｡

※1)ⅠノOnWorksは,米同Echelon Corporatinnの常録商標で

ある｡
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複合施設を支える総合管理システム

サービスと日立製作所の取組み

3.1総合管理システムの主要なサブシステムとシステム

技術

複合施設の運用管理を支える総合竿秤システムは,上

要なサブシステムと,多様な損新システム技術を駆催し

て構築される(表1参只現)｡すなわち,_‾1三要なサブシステ

ムは,マルチメディアシステムやディジタルネットワー

ク,ディジタルコンテンツ(情報の内容)などオープンシ

ステム技術の活用により,総合管理システムの‾iミなサー

ビス機能を発揮することになる｡また,総合管理システ

ムに期待される二仁な効果ほ,下記のとおりである｡

(1)BACnet,LonWorksなどの採用によるオープン化や

制御端末の小型化による省コスト化で,経済的な高度運

田管舛と高度セキュリティの確保が図れる｡

(2)各設備を自律的に監視,制御する[]律分散制御技術

の採川により,高†請頼件やシステム拡蔽性が向上できる｡

(3)省エネルギー化を考慮した快適環境が実現できる｡つ

3.2 総合管理システムの構成と連動サービス機能

総合管理システムの概略構戊を図2に示す｡複合施設

内の電源設備,空調設備,照明設備,セキュリティシス

テムなどの各設備システムは,分散配置されたインテリ

ジェント端末装荷〔IRS(Intelligent Remote Station),

IRP(Intelligent Remote Prqcessor),IFC(Intelligent

Field Controller)など〕と接続し,さらに,BACnet仕様

のイーサネットをコ■に接続する｡一方,これらのネットワ

ークは,総合管理システム全体の情報を監視,設定する

ビル管坤システム,ビルマネジメント システム,OA系

システムなどが接続,構成する｡これにより,使い勝手

のよいパソコンと,信頼性の高い分散制御端末との相互

補完による般過機能分担を実現する｡

また,連動サービス機能として,ビル管理システムと

セキュリティシステムによる,入退Hl管理での月弔明･空

調の消し忘れ防止やエレベーターのサービス階切り離し

制御がある｡さらに,インテリジェント端末(IRP)にイ

ンターネットを利用したホームページ形状のデータを持

たせているので,ビル管理システムの外部のOA系(情報

系)システムから汎用ブラウザを川いて,例えば,残業

者のための空調機の延長運転や温度変更,会議室管理な

どの監視･制御が可能となり,利用者へのサービス向_と

が凶れる｡

3.3 インターネット利用による総合管理の新サービス

以上述べたように,日立製作所は,複合施設を支える

総合管理システムの提案や構築に加え,このシステムや

遠隔監視システムなどを活用した総合管理サービスに積

極的に取り組んでいる｡

※2)イーサネットは,富士ゼロックス株式会社の商品名称

である｡

表1複合施設を支える総合管理システムの主要なサブシステムとシステム技術

複合施設総合管理システムは,主様なサブシステムと多様なシステム技術によって構築され,期待される効果を生む｡

主要なサブシステム

システム技術

期待される効果
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ビル設備管理システム ●省力.省エネルギー化

●システムの拡張性と快適環境

セキュリティシステム ●高信頼性で多様な個人認識
(アクセスコントロール) ●省コスト化

映像監視システム ●操作･拡張の容易性,省スペース化

●多数監視所での同時モニタ

移動体自動監視システム ●高精度連続監視による省力化,省コスト化

lCカード利用システム ●キャッシュレスなどの多目的利用

●業務効率向上

ビルマネジメントシステム ●設備維持管軌保守の一元デ≠夕べースによる効率化

●管理業務の自動化

駐車場管理システム ●管理の効審化による省力化,省コスト化

●サ冊ビスの向上

注:語略説明ほか

Al(Artificiallntelligence)

*+avaおよびすべて

の+ava関連の商標およ

びロゴは,米国および

その他の臥こおける米

国SunMic｢OSyStemS,

lnc.の商標または登禄

高標である｡

43



248 日立評論 Vol.82 No.3(2000-3)

ビル管理
システム
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[コ 肖
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注:略語説明

BACnet(Buildi叩AutomationandControINetworks用データ通信プロトコル)

旧P(lnte=gent恥moteProcessor),旧S(仙e川gentRemoteStation)

lFC(lnte川gentFieldControlter)

図2 複合施設総合管理システムの構成と連動サービス横能

総合管理システムは,ビル管理システム,ビルマネジメントシス

テム,OA系システム,セキュリティシステムなどとオープンネッ

トワークで接続し,最適機能分担と連動サービス機能を実現する｡

また,インターネットとフィールドネットワークの連

携利用による,新サービスを提案している｡これは,総

合管理サービス事業者が,設備監視･制御,防犯一防災

監視,検針･課金などの機能を持つ総合管理システムを

導入し,インターネット･イントラネット経由で管理対

象ビルのフィールドネットワークを介して各設備にサー

ビスを供することにより,管理の高効率化とサービスの

飛躍的向_とをねらいとするものである(図3参照)｡ここ

では,インターネット利用技術やインターネットとの協

調性がよいJava制御ソフトウェア技術などを活用し,イ

ンテリジェント端末(IRP)をフィールドサーバとして利

用する｡

おわりに

ここでは,複合施設の運用管理上のニーズとシステム

動向を踏まえ,これに対応するための,複合施設を支え

る総合管理システムとサービスについて述べた｡

今後は,このような総合管理システムが,オープンな

情事踊IJ御融合システムの主流として普及していくものと

考える｡

R立製作所は,ビルシステムから複合施設用システムに

至るシステム才支術動向をとらえ,オーナーや管理者,ユー

ザーに対してメリットを発揮するように,製品の先行開発

に努め,最適な総合管理システムとサービスを提案,提供

するトータルソリューション事業に注ノJしていく考えである｡
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各種前提条件

建物ごと.テナントごと

過去の使用実績,

契約条件など

新規制御プログラム

新たな省エネルギー制御,

地区単位での

制御プロクうムなど

関連外部帽章拓

気象情報など

TCP/lP

(専用線･電話線)

各種設備制御

プログラム

(Java)

各種設備の

詳細王貝在値

稔合管玉里
システム

圏

lRP

轟
フィールドネット
(LonWorksなど)

曹

各種

ビル設備

注:略語説明 TCP/lP(TransmjssionControIProtoco川nternetProtocoI)

図3 インターネット利用による総合管理の新サービス

インターネットとフィールドネットの連携により,総合管理の

新サービスの高度化,効率化を目指す｡
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